
 

Copyright (C) 2018  All Rights Reserved. 

- 1 - 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自信がなくても自分らしくできる 

ピアノ講師1年生のための 
はんなり流☆ 
ピアノの教え方 
第4章 レッスン 3回目の内容 

 

 スカラー 



 

Copyright (C) 2018  All Rights Reserved. 

- 2 - 

教材の目的 

 

 

この章では 3回目のレッスンの指導内容に絞って作りました。 

 

数回のレッスンをこなし、レッスンの流れや子どもとの接し方などわかってこられたでし

ょうか？ 

 

3 回目のレッスンでは、ピアノのレッスンにおいての「宿題」について少しお話ししていま

すので、読んでみてもらえたらと思います。 

 

レッスンの進め方ですが、基本的には初回・2回目のレッスンとさほど変わることろはあり

ませんが、常に子どもの反応を見ながらレッスンを進めていってくださいね。 

 

 

では、実践に移っていきましょう(^o^)／ 
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レッスン 3 回目のスケジュールはこちら 

 

前回、第 3章の「レッスン 2回目の内容」はわかっていただけたでしょうか？ 

次はレッスン 3回目の内容に入っていきますよ。 

 

●40 分レッスン 

※40 分レッスンですが、レッスンノートへの記入や雑談をしたりする時間もあるので、レ

ッスン時間は正味 35 分です。 

 

項目 時間 

①ピアノを弾く 

宿題チェックと左手の練習 

25 分 

②音符を読む 

ヘ音記号「ド」「シ」「ラ」を教える 

5 分 

③リズムをたたく 

音符を組み合わせてリズム打ち 

5 分 

 

3 回目のレッスンでは、いよいよ左手の練習に入ります。それとリンクして、音符もヘ音記

号を教えていきますよ！ 
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Part1 ピアノの弾き方指導実践その③  

 

この章では、あくまで 3 回目のレッスン内容だけにフォーカスしてお伝えしていきますね。 

まずは「ピアノを弾く 25 分」のレッスン内容です。 

 

いよいよ左手を弾いていきますよ。 

 

 

 

必要な教材 

「バスティン プリマ―Ａ」 

 

 

 

 

 

 

 

https://books.rakuten.co.jp/rb/11546031/
https://books.rakuten.co.jp/rb/11546031/
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宿題チェック 

前回のレッスンの宿題 2曲を見ていきましょう。 

 

 

ｐ14「ぶらんこで」 

 

 

 

●子どもへの説明の仕方 

・「この間の復習だね。①音の名前を言いながら弾く②リズムを言いながら弾く③歌いなが

ら弾く、の順番で弾いていこうね」と 3段階に分けて弾いてもらいます。 

 

・「ファの音がしっかり鳴らせたね。音の長さもきちんと数えられたね！」と合格させます。 

 

 

＊合格の基準＊ 

たどたどしい指の形であっても、そこは触れず（子どもは楽譜に書いてある音の鍵盤を押す

ことで精一杯なため）、音の長さと指使いがあっていたら合格させます。 
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ｐ15「メリーさんのひつじ」 

 

 

 

●子どもへの説明の仕方 

・「お家できちんと練習できたかな？ じゃあこの曲も、①音の名前を言いながら弾く②リ

ズムを言いながら弾く③歌いながら弾く、の順番で弾いてみようね」と 3 段階に分けて弾

いてもらいます。 

 

・「音の長さがきっちりと数えられたね！よくできました」と合格させます。 

※「メリーさんのひつじ」を正規のリズム（付点のリズム）で弾く生徒がいますが、楽譜の

リズムとは違うけど合格させます。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

これで宿題チェックは終わりです。宿題チェックの時間は、「ピアノを弾く 25 分」のうちの

半分ぐらいを使います。残り 10 分を新曲の説明に使います。 

 

ではｐ12に戻って新曲をやっていきます（※左手だけの練習に入ります）。 
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宿題のあり方 

 

3 回目以降のレッスンでは、宿題チェックがメインになります。 

ピアノのレッスンというのは、塾の宿題のように○×をつけてさっと終わらすようなもの

ではなくて、宿題の答え合わせをじっくりやっていくことなんですね(*^^*) 

 

なので、よく練習をしてくる生徒やと、宿題チェックの時間が少なくすんで、その分、新し

い曲の説明や他のことに時間をとることができます。逆に全然練習ができていない生徒（も

しくは不器用な生徒）やと、宿題チェックだけに時間がとられて、新しい曲をする時間がな

くなったりします。 

 

まぁ、まだレッスン 3回目で練習不足の子はいないとは思いますが(;´∀｀)、もし教えて

いて「この子、もしかして不器用なのか！？」と思うような生徒であれば、宿題を 1曲だけ

にするなど宿題の量を調整してくださいね。 

 

導入期はピアノを弾くことだけよりも、リズム打ちをしたり音符を書いたりして、いろんな 

ことに取り組んだ方がバランスのよい勉強ができます。 
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実際の進め方 

 

ｐ12「くも」で、初めて左手「ドシラ」が出てきます。ここで、「ドシラ」は音が下がるこ

とだと伝えます。 

 

 

 

●子どもへの説明の仕方 

・「今度は左だけで弾こうね。まずは、音の名前を言いながら弾いてみようね。ラララ― 

シシシー・・・」と弾いてもらいます。 

 

・「上手にできたね。じゃあ次は、リズムを言いながら弾いてみようね。リズムの言い方覚

えているかな？ ターターターアン ターターターアン・・・」とやらせます。 

 

・「上手にできたね。最後に歌いながら弾いてみようね。たかいー そらにー・・・」と、

歌詞を歌いながら弾いてもらいます。  
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＊指導のポイント＊ 

この章から、左手だけの練習に移るのですが、へ音記号が読めなくても楽譜に音の名前が書

いてあるので、子どもは弾くことができます（へ音記号の読み方については、この後の「音

符を読む」でしっかりやっていくので大丈夫です）。 

 

左手（利き手が右手の場合）の指は弱いものなので、小さな音で弾いていても合格させます。

体の成長とともに鍵盤を押す力がついてくるので、無理に大きな音で弾かなくても大丈夫

です。 

 

また私がいつも子どもにやってもらうことなのですが、楽譜に書き込みをしてもらいます。

例えば、新曲「くも」なら、「2拍伸ばす音符はどれかな？ 2 分音符をえんぴつで囲ってご

らん」と言って、子どもに書き込みをしてもらうんです。自分で書き込みをすることで、譜

読みの勉強になっているんですね。これを続けていくと、自分の力で楽譜が読めるようにな

っていきますよ！ 

 

 

※楽譜に書かれている「ＡＢＣ」のアルファベットの説明はまだしません（レッスンを開始

して 1カ月ほど経ってからで良いと思います。まずは、音符をきっちり覚えてもらうことが

優先です）。 
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＊宿題の出し方＊ 

今回のレッスンで弾いたｐ12「くも」の復習と、新たにｐ13「ハローウィーン」を宿題に出

します。 

 

 

子どもへは「ｐ12 はとまらずにスラスラ弾けるようにお家で練習してこようね。3 種類の

弾き方（①音の名前②リズム③歌詞）でやってくるんだよ。新しくｐ13 を宿題に出すね。

これも 3 種類の弾き方でやってきてね。どっちも左手だけで弾いてくるんだよ」と伝えま

す。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

ｐ13 まで進めたらｐ16まで飛びます。引き続き左手だけの練習をやっていきますよ(^-^) 

 

 

これで 3回目のピアノの教え方は終わりです。 
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Part2 音符の読み方指導実践その③ 

 

レッスン 3回目では、いよいよへ音記号を読んでいきますよ！ 

 

へ音記号は「ド」「シ」「ラ」の 3つだけ教えます。 

 

では、「音符を読む 5分」のレッスン内容を解説していきます。 

 

必要な道具 

 

 

 

 

・へ音記号「ド」「シ」「ラ」を書いた紙 

音符はできるだけ大きく書いてあげると子

どもは見やすいようです(‘ω’) 

※左のような事前に用意した紙でも良いし、 

何も書いていない紙に子どもの目の前で音 

符を書いてあげる方法でも良いと思います 

 

・「ポケモン おんぷカード」 

音符を教えるときに必須です 

https://www.amazon.co.jp/gp/product/4285131633/ref=as_li_ss_tl?ie=UTF8&camp=247&creative=7399&creativeASIN=4285131633&linkCode=as2&tag=kumigo7-22
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実際の進め方 

「ド」の説明 

●子どもへの説明の仕方 

「これがドだよ。1本目の線より上の線につきささっているね」と言います。  

 

 

 

※このタイミングで、へ音記号の「ド」とト音記号の「ド」は同じ場所を弾くことを伝えま

す。←ものすごく大事です！！ 
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「シ」の説明 

●子どもへの説明の仕方 

「シの音は、1本目の線の上に乗っかっている音だね」と言います。 

 

 

「ラ」の説明 

●子どもへの説明の仕方 

「今度はラだよ。1本目の線につきささっている音だね」と言います。 
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＊指導のポイント＊ 

 

音符の教え方は、 

線の上に乗っかっている音か、 

線につきささっている音かの違いをしつこいぐらい伝えます。 

 

 

 

あとへ音記号を読むときは、下にさがって読んでいくことを理解してもらいましょう(^o^) 

（「ト音記号は音が上がる、へ音記号は音が下がる」これが分かれば大丈夫です） 

 

 

これで 3回目の音符の教え方は終わりです。 
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 Part3 リズムのたたき方指導実践その③ 

 

レッスン 3 回目は、これまでに習った音符を組み合わせてリズムをたたく勉強をしていき

ます。 

すでに音符の名前、音の長さがわかっている前提でお話ししていきますね(*^^*) 

 

 

では、「リズムをたたく 5分」のレッスン内容を解説していきます。 

 

必要な道具 

 

 

 

 

 

・「音符のつみき」 

（リトミック研究会に所属して

いたときに購入。これに似た音符

のつみきはこちらです。結構お値

段がします・・・） 

 

・「リズムカード」 

（色画用紙にペンで音符を書い

たものです） 

 

https://item.rakuten.co.jp/i-a-b-m/10000224/
https://item.rakuten.co.jp/i-a-b-m/10000224/
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実際の進め方 

リズムカードを使う  

 

「リズムカード」を使ってリズムをたたいてきます。 

 

ポイントは、①リズム唱（ターアン ター ティティ） 

②拍数（1、2、3 または 1、2、3、4） 

 

の 2 パターンでやっていきましょう。 

 

 

 

●子どもへの説明の仕方 

・「このカードのリズムをたたいてみようね。最初は、リズム唱でたたいてみよう。リズム

唱覚えてるかな？ ター ター ティティ・・・」といってたたかせます。 

 

・「上手にたたけたね。じゃあ次は拍数でやってみようか。このカードに書いてある音符は

全部で何拍あるかな？ そう 3 拍だね。じゃあ 1、2、3 と言ってたたいてみようね。いち 

にい さん」とやらせます。 

 

他にも何種類かのリズムカードで同じ要領でやっていきましょう(*^^*) 
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音符の積み木を使う 
 

今度は子どもが自分で考えたリズムを音符の積み木で作らせ、それをたたいてもらいます

（子どもは好きなようにリズムが作れるので楽しんでやります！）。リズムを作ってもらう

ときに、3拍子と拍数を指定することがポイントです！ 

 

 

●子どもへの説明の仕方 

・「じゃあ今度はね、好きなリズムを作ってごらん。ただし、足して 3拍になるリズムにし

ようね」と言います。 

 

 

 

・「じゃあ上から順番にたたいていこうね。まずはリズム唱から、次は拍数でたたいてみよ

う。ターティティター ターターアン」と言います。 
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参考動画 

 

初心者さん用に撮った動画です。 

※下記の動画をクリックすると YouTube に飛びます（7分程度） 

 

 

リズム打ちは子どもたちみんな大好きなので、楽しくたたいてくれます。 

余裕があれば、「休符」を取り入れてやっていきましょう（リズムは休符が入るだけで急に

難しくなるので、ぜひ取り入れてみてください）。 

 

 

これで 3回目のリズムの教え方は以上です。 

 

3 回目のレッスンが終わりましたね。あとは子どもに、「今日わからなかったところある？」

とか「ピアノは楽しい？」とか聞いたりしてコミュニケーションをとってくださいね(*^^*) 

 

 

 

 

https://youtu.be/JbWH82SkN3g
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おわりに 

 

これで、第 4章の「レッスン 3回目の内容」は終わりです。 

 

うまくいったことやできなかったこと、色々な思いがおありかもしれませんが、上手にレッ

スンができるまでには、たくさんの失敗がつきものです。 

 

失敗の分、上手に教えられるようになると思うので、恐れずにやってみてくださいね(^-^) 

 

また慣れないうちはどうしてもレッスン時間が長くなりがちなのですが、時間までにきち

んと終わらせるのも仕事のうちなので、少しずつ要領を得ながらやってみてくださいね。 

 

とは言うものの、新米講師やったころは、いつもレッスン時間が 10分ほどオーバーしてい

ました（；^ω^）。（でも生徒が少なかったこともあり後ろの生徒がいなかったので、のんび

りやっていましたよ。たまに子どものお母さんから「いつも長い時間レッスンを見てくださ

ってありがとうございます」とお礼を言われたことも・・・）。 

 

新米講師あるあるですね(笑)。 

 

では、次の章もがんばってやっていきましょう！ 
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規約 

このレポートの利用に際しては、以下の条件を遵守してください。 

 

 

このレポートに含まれる一切の内容に関する著作権は、レポート作成者に帰属し、日本の著

作権法や国際条約などで保護されています。 

 

 

著作権法上、認められた場合を除き、著作権者の許可なく、このレポートの全部又は一部を、

複製、転載、販売、その他の二次利用行為を行うことを禁じます。 

これに違反する行為を行った場合には、関係法令に基づき、民事、刑事を問わず法的責任を

負うことがあります。 

 

 

レポート作成者は、このレポートの内容の正確性、安全性、有用性等について、一切の保証

を与えるものではありません。また、このレポートに含まれる情報及び内容の利用によって、

直接・間接的に生じた損害について一切の責任を負わないものとします。 

 

 

このレポートの使用に当たっては、以上にご同意いただいた上、ご自身の責任のもとご活用

いただきますようお願いいたします。 

 

 

◆作成者 スカラー 

◆特定商取引法に基づく表記  http://loopline.shop-pro.jp/?mode=sk 

 

 

http://loopline.shop-pro.jp/?mode=sk

